
（１）       新日本美術協会            第 154号           平成２8 年 5月 22 日発行             
      

「巻
頭
」に
か
え
て 

 
 

早
田
美
智
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震
災
か
ら
五
年
目
の
三
月
十
一
日
、
私
は
東
松
山
の
丸
木

美
術
館
に
い
ま
し
た
。
「原
爆
の
図
」は
も
ち
ろ
ん
圧
巻
で
す
が
、

こ
の
日
の
目
的
は
そ
の
一
角
で
開
か
れ
て
い
た
「
牧
場
・
山
内
若

菜
展
」を
見
る
こ
と
で
し
た
。 

作
者
は
ま
だ
三
十
代
の
若
い
女
性
で
す
。 

福
島
の
「
希
望
の

牧
場
」と
「細
川
牧
場
」を
取
材
し
描
い
た
と
い
い
ま
す
。 

原
発
か
ら
十
四
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
「
希
望
の
牧
場
」
に
は
、

被
爆
し
商
品
価
値
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
牛
が
今
も
三
〇
〇
頭
、
殺

処
分
を
拒
否
し
た
牧
場
主
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
昨
年
の
初
秋
、
私
も
こ
こ
を
訪
れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

広
い
牧
場
の
一
面
に
黒
い
牛
た
ち
が
散
ら
ば
り
、
大
き
な
乾
草

の
ロ
ー
ル
を
食
し
て
い
て
、
事
故
が
嘘
の
よ
う
で
し
た
。 

「
命
あ
る
う
ち
は
生
か
す
」
と
言
っ
た
牧
場
主
を
、
若
菜
さ
ん

は
「神
々
し
い
光
を
放
つ
こ
の
人
を
描
き
た
い
」と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
作
品
は
、
縦
２
．
５
㍍
幅
１
６
㍍
の
大
作
で
す
。
黒
と
少
し

の
茶
と
白
―
。
一
見
真
っ
黒
な
抽
象
画
の
よ
う
で
す
が
、
目
が

慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
、
シ
ル
エ
ッ
ト
の
よ
う
に
儚
げ
な
黒
い
牛
の
群

れ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
震
え
る
よ
う
な
線
が
印
象
的
で
す
。

か
す
か
な
光
は
「希
望
」の
象
徴
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 

現
実
の
牧
場
は
青
い
空
と
緑
の
大
地
、
牛
た
ち
は
円
ら
な
瞳

で
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
地
に

立
っ
た
時
の
私
の
実
感
も
、
こ
の
絵
に
近
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
、
美
術
評
論
家
で
新
日
美
本
展
の
審
査

委
員
で
も
あ
る
中
野
中
先
生
の
言
葉
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

― 

足
で
歩
い
て
現
場
に
立
ち
、
よ
く
見
て
感
じ
て
、
考
え
る
。

自
分
の
存
在
の
意
味
を
、
絵
を
描
く
こ
と
の
本
来
を
。
「
今
、
戦

争
の
時
代
に
生
き
、
３
．
１
１
の
人
災
の
直
後
に
生
き
、
そ
れ
を

肌
で
感
じ
ず
に
絵
が
描
け
る
で
し
ょ
う
か
」
と
自
問
し
、
発
す

る
。
奇
妙
に
頭
に
残
る
作
品
群
だ
っ
た
。
（一
部
抜
粋
） 

― 

 
 

二
時
四
六
分
、
絵
の
前
で
黙
祷
。
貴
重
な
一
日
で
し
た
。 
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本
部
組
織
の
編
成
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
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長 

鈴
木
忠
義 

 

会
長
の
ご
逝
去
を
受
け
、
昨
年
六
月
の
総
会

で
、
新
日
美
は
会
長
制
を
止
め
、
代
表
制
で
運
営

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
新
会
則
が

制
定
さ
れ
た
。 

こ
の
三
月
の
委
員
会
で
、
総
務
、
事
業
、
渉

外
、
経
理
の
本
部
組
織
の
四
部
門
に
委
員
会
に

出
席
し
て
い
る
各
委
員
の
所
属
割
り
振
り
が
決

定
了
承
さ
れ
た
。 

 
 

  

  

 
 

 

私
が
幼
小
の
昭
和
十
三
年
こ
ろ
で
す
が
、
さ
く
ら
の
花
の

小
枝
を
描
き
、
初
め
て
の
水
彩
絵
の
具
で
白
に
赤
色
を
少

し
ま
ぜ
た
時
の
さ
く
ら
色
の
美
し
さ
は
、
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。
こ
の
時
の
驚
き
が
の
ち
に
私
が
絵
を
好
き
に
な
っ
た

現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。  

し
か
し
私
が
油
彩
画
を
始
め
た
の
は
現
役
を
退
職
し
た

六
十
三
歳
か
ら
で
、
務
め
て
い
た
東
京
、
恵
比
寿
の
ビ
ー
ル

工
場
内
に
飾
っ
て
あ
っ
た
浮
田
克
躬
（1930

～1989

）
の
「丘

の
上
の
工
場
」
（F100

）
が
動
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
に
も
な
っ
て
い
た
こ
の
ビ
ー
ル
工
場
と
四
本
の
兜
煙
突

を
描
い
た
も
の
で
浮
田
が
二
十
八
歳
、
昭
和
三
十
三
年
の

第
一
回
日
展
特
選
作
品
で
し
た
。
会
社
が
こ
の
絵
を
買
い

上
げ
た
の
は
モ
チ
ー
フ
と
浮
田
の
養
父
が
こ
の
工
場
内
の
研

究
所
所
長
を
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

そ
の
後
さ
ら
に
衝
撃
を
受
け
た
の
は
平
成
十
三
年
に
目

黒
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
荻
須
高
徳
（1901

～1986

）
の

生
誕100

年
記
念
展
で
し
た
。
戦
前
戦
後
の
パ
リ
ー
を
主
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
街
地
を
力
強
く
描
い
た15

～20

号
の
作
品

で
、
そ
の
色
調
と
厚
塗
り
の
筆
跡
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
そ
の
時
の
画
集
に
荻
須
が
大
正
十
五
年
、
二
十
五
歳

の
美
術
学
校
生
の
時
に
こ
の
四
本
の
兜
煙
突
を
描
い
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

今
日
恵
比
寿
の
ビ
ー
ル
工
場
は
複
合
都
市
の
「
ガ
ー
デ
ン

プ
レ
ー
ス
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
私
は
こ

の
兜
煙
突
の
あ
る
職
場
の
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
当
年
の
作

業
終
了
を
も
っ
て
職
場
の
閉
鎖
が
決
ま
り
、
従
業
員
た
ち
の

配
転
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
の
ち
に
こ
の
跡
地
は
一

時
期
的
な
ビ
ア
ー
ホ
ー
ル
や
ビ
ー
ル
列
車
と
な
り
、
さ
ら
に

工
場
全
体
の
大
規
模
開
発
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
職

場
閉
鎖
を
進
め
な
が
ら
多
く
の
写
真
を
撮
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を

し
ま
し
た
が
浮
田
や
荻
須
の
画
風
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。 

今
私
は
シ
ニ
ア
世
代
後
半
を
絵
画
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ラ
イ

フ
で
忙
し
く
し
て
い
ま
す
が
最
近
で
は
小
堀
四
郎
（1902

～

1998

）
、
西
村
計
雄
（1909

～2000

）
両
画
伯
の
元
ア
ト
リ

エ
、
現
在
は
御
子
孫
が
お
住
い
の
お
宅
に
伺
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
作
品
を
見
せ
て
頂
き
、
画
伯
た
ち
の
制
作

の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
が
画
家
た
ち
の
揺
る
ぎ
な
い
制
作
意

欲
と
独
創
性
に
は
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
す
。 

   

四
人
の
画
家
た
ち 

永
野 

信 

 

•官庁・都美館 

•表彰式・懇親会 

• ・関連業者等 
• ：予算計画、収支決
算 

•予算に係わる事項 

•事業 主対応 

•本展、巡回展 

•選抜小品展 

• ・スケッチ会等 

•運営・対外窓口 

•人事処理 

•会報 

•広報、資料管理 

総務 事業 

渉外 経理 

  

渉
外
は
、
官
庁
、
業
者
に
係

わ
る
連
絡
を
総
務
と
協
力

実
施
、
官
庁
賞
、
企
業
賞

等
準
備
、
申
請
受
領
、
賞

品
、
賞
状
準
備
、
表
彰
式
、

懇
親
会
関
係
で
あ
る
。 

 

経
理
は
、
・
予
算
計
画
、
収

支
決
算
・
会
費
徴
収
、
支

払
業
務
・
業
務
関
連
経
費

に
関
す
る
処
理
：
画
集
、
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
、
巡
回
展
、
小

品
展
他 

経
費
に
関
す
る
処
理
：
画

集
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
巡
回

展
、
小
品
展
他
で
あ
る
。 

 

以
上
が
本
部
組
織
の
四
部

門
の
概
略
で
あ
る
。 

  こ
れ
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
具
体

的
に
本
部
組
織
が
編
成
、
動
き

出
す
運
び
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
簡

単
な
四
部
門
の
業
務
内
容
の
説

明
を
行
い
、
会
員
皆
様
の
ご
理

解
の
一
助
に
し
て
戴
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。 

 

総
務
は
、
・
運
営
計
画
の
立
案
、

実
施
、
記
録
・
官
庁
、
業
者
に
対

す
る
申
請
、
報
告
、
調
整
・
人
事

管
理
、
名
簿
、
タ
ッ
ク
等
・
会
報

の
企
画
、
原
稿
、
印
刷
、
配
布
・

広
報
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
告
企

画
、
印
刷
物
手
配
、
配
布
で
あ

る
。 

 

事
業
は
、
・
本
展
関
係
業
務
、
役

割
分
担
、
会
場
管
理
、
審
査
準

備
、
記
録
、
通
知
・
巡
回
展
：
作

品
管
理
、
選
抜
者
調
整
他
・
選

抜
小
品
展
：
選
抜
者
連
絡
調

整
、
会
場
設
定
等
開
催
準
備
で

あ
る
。 

 
 

 

 

総務、事業，渉外、経理部の業務は密接に関係して

おり、相互連携が欠かせない  


